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財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針
　（１）会計基準について

当期より公益法人会計基準（公益法人等の指導監督等に関する関係省庁連絡会議申合せ
平成16年10月14日）を採用する。

　（２）有価証券の評価基準及び評価方法について
　 満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券（その他有価証券）

については、期末の時価を採用している。
　（３）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減及び残高は次のとおりである。
（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　　預　金 33,820,802 21,529,525 55,350,327

　　株　式 180,285,360 41,315,395 138,969,965

　　その他有価証券 695,768,368 22,094,032 12,800 717,849,600

小　　　　計 909,874,530 43,623,557 41,328,195 912,169,892

特定資産

　　宇部興産学術振興基金 21,529,525 21,529,525 0

小　　　　計 21,529,525 21,529,525 0

合　　　　計 931,404,055 43,623,557 62,857,720 912,169,892

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

うち指定正味 うち一般正味 うち負債に
科　目 当期末残高 財産からの 財産からの 対応する額

充当額 充当額

基本財産

　預　金 31,320,802 31,320,802

　有価証券 180,285,360 180,285,360

　その他有価証券 698,268,368 698,268,368

小　　　　計 909,874,530 909,874,530

特定資産

　　宇部興産学術振興基金 21,529,525 21,529,525

小　　　　計 21,529,525 21,529,525

合　　　　計 931,404,055 931,404,055

４．固定資産の取得価額、減価償却費累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科　目 取得価額 当期末残高

無形固定資産 233,100 0 233,100

合　　　　計 233,100 0 233,100

減価償却累計額


